
ホンジュラス定期報告（2023年 12月） 

2024年 1月 

在ホンジュラス日本国大使館 

＜概要＞ 

 １日、COP28に出席したカストロ大統領は、演説のなかで、気候変動対応のための７つの緊急対

策を発表した。 

 ７日、レドンド国会議長率いる議員団が訪中し、ハン・ジェン（韓正）中国副主席及びチャオ・

レジ（趙楽基）全国人民代表大会常務委員会委員長と会談した。 

 １０日、ティム・ケイン西半球問題小委員会委員長ら米国議員６名が、大統領官邸でカストロ大

統領と会談した。 

 １２日、米国務省は、１１月１日に実施された暫定検事総長・次長の強行選出に携わり民主主義

を損なう人物に対して、査証取消を実施するというプレスリリースを発表した（対象者・人数と

もに非公表）。 

 ２１日、米国務省は、非民主主義的活動に関与した個人に対して米国入国を禁じるなどの制裁を

講じるエンゲル・リストを更新し、サルガド戦略企画大臣を含めホンジュラス人３名が新たに追

加された。 

 

＜本文＞ 

１ 外交 

（１）カストロ大統領の COP28出席 

１１月３０日～１２月１２日、アラブ首長国連邦（UAE）ドバイで開催された国連気候変動枠

組条約第２８回締結国会議（COP２８）に出席したカストロ大統領は、先進国や多国籍企業が気

候変動の主な原因であると強く非難した上で、その対応策として以下の７つの緊急対策を発表

した。 

ア あらゆる戦争とガザ地区の民間人に対する悲劇的な紛争の停止すること。 

イ 個人・国家を問わず、あらゆる形態のテロリズムを非難し、阻止すること。 

ウ 熱帯林とそこに住む先住民等を保護すること。 

エ 対外債務を環境投資に転換すること。 

オ 海洋利用の規制を定めること。 

カ 先進国における消費を削減すること。 

キ 地球温暖化をもたらす人物・組織に対して経済的責任を負わせること。 

 

 （２）米国議員団とカストロ大統領の会談 

   １２月１０日、ティム・ケイン上院議員（西半球問題小委員会委員長）率いる民主党所属の米

国議員６名（ジェフ・マークリー上院議員、ピーター・ウェルチ上院議員、ディック・ダービン

上院議員、ラフォンザ・バトラー上院議員、デリア・ラミレス下院議員）は、大統領官邸でカス

トロ大統領と会談した。同会合には、ドグ当地米大使と、レイナ外相、モンカダ財務大臣、エク

トル・セラヤ私設秘書官らカストロ政権幹部も同席した。同会談では、「汚職・無処罰問題対策



委員会（CICIH）」設置の進捗状況を中心に、移民問題や社会経済情勢等について話し合われた。 

 

 （３）米国務省による査証取消措置 

１２月１２日、米国務省は、１１月１日に実施された暫定検事総長・次長の強行選出に携わり

民主主義を損なう人物に対して、査証取消を実施するというプレスリリースを発表した（対象

者・人数ともに非公表）。 

 

（４）レドンド国会議長の中国訪問 

１２月７日、レドンド国会議長率いる議員団が訪中し、ハン・ジェン（韓正）中国副主席及び

チャオ・レジ（趙楽基）全国人民代表大会常務委員会委員長と会談した。ホンジュラス議員団の

メンバーは、レドンド国会議長、アンジェリカ・スミス（リブレ党所属、ホンジュラス・中国友

好議連会長）、サムエル・ガルシア（自由党所属、エンゲル・リスト対象者）、ロマン・モラン（ホ

ンジュラス救済党所属）であり、サルバドール・モンカダ駐中国ホンジュラス大使も同席した。 

 

 （５）中国の洪水被害に対する 10万米ドル支援 

１２月１８日、Yu Bo当地中国大使は、中国政府による洪水被害を受けたサンタバルバラの住

民に対する人道支援（１０万米ドル）を発表した。 

 

 （６）国連との CICIH覚書の延長 

１２月１８日、レイナ外相は、国連と CICIHの覚書の延長をしたと発表した。同延長は、３回

目であり、２０２４年６月まで延長された。 

 

（７）サルガド戦略企画大臣ら３名の「エンゲル・リスト」追加 

１２月２１日、米国務省は、非民主主義的活動に関与した個人に対して米国入国を禁じるなど

の制裁を講じるエンゲル・リストを更新し、ホンジュラス人３名が新たに追加された。発表され

た対象者は、リカルド・サルガド戦略企画大臣、モハメド・アムダニ（実業家）、クリスティア

ン・サンチェス（実業家）の３名。 

 

２ 内政・経済 

（１）野党国民党党首の国外逃亡 

１２月６日付当地各紙は、ダビッド・チャベス国民党党首に対し逮捕状が出され、その後、同党

首は国外逃亡したと報じている。 

 

（２）治安次官への襲撃未遂事件 

 １２月５日夜、ジュリッサ・ビジャヌエバ治安次官は、テグシガルパ市内において警護車列を

組んで帰宅途中、何者かに２発の銃撃を受け、いずれも未遂に終わったと発表した。 

 

 



（３）UNAH新学長の選出 

１２月１３日、ホンジュラス国立自治大学（UNAH）の学長選挙が実施され、オディル・フェルナ

ンデス氏が選出された（任期は４年）。フェルナンデス氏は、３６歳の法律の専門家であり、これ

まで UNAHで法学士を取得したほか、グアテマラ（サンカルロス大学）で刑法及びスペイン（ラス

パルマス大学）で公共法の博士号を取得している。当選前は UNAHの法学部修士課程のコーディネ

ーターや国内の他大学で講師を務めていた。 

 

（４）国会の再開 

 １２月１４日、１００日以上開催されていなかった国会が再開された。 

 

＜主要経済指標＞ 

◇主要経済指標 
2023年 

11月 10月 9月 

インフレ率 （前年同月比） 5.04 5.84 6.13 

貿易収支（百万ドル） ― ― ― 

輸出（百万ドル） ― ― ― 

輸入（百万ドル） ― ― ― 

外貨準備高 （百万ドル） 7,546.0 7,643.4 7,687.1 

外国からの送金 （百万ドル） ― ― ― 

為替レート（対ドル月平均） 24.80 24.78 24.75 

（出典：ホンジュラス中央銀行）  ※貿易収支、輸出入、外国送金は、四半期毎に発表だ

が、９月分はまだ公開されておらず。 

（了） 


